
地球の本は、ネパールで現地パートナーNGOの SAGUNと共に教育やヤギの

飼育による収入向上のプログラム 「幸せ分かち合いムーブメント」を進めてい

ます。 「幸せを分かち合う」ってなに?「本当の豊かさ」ってなんだろう…

…。自然の懐に抱かれた村々、世界遺産の古い街並みを訪れ、お祭 りも体験で

きる、ディープな旅です。

2019年 3月 15日 (金)～ 3月 24日 (日 )

3月 15圏夜繁翁 薫文鶉鰤豊◎mド 《機嘩瞳愈圃》

○ 旅行代金 :22万円 別途、燃油サーチャージ 14,720円 、羽田空港施設使用料2,570円、

現地空港税 3,750円 、ビザ代2,780円、合計約 23,820円の費用が必要となります。(2018年 8月

28日現在の運賃・料金を適用しており、変動する可能性があります)詳細は旅行条件をお読み下さい。

○ 訪問地 :カブ レ郡マンガルタール村 。カ トマンズの世界遺産と近郊の村

添乗員は同行 しませんが、地球の本コーディネーターとSAGUNスタッフが同行 します。

○ 募集定員 :10人 (最少催行人員4人)  ○ 対象 :テーマに関心のある健康な方

○ 申込方法 :地球の本へ資料をご請求ください。○ 申込締め切り:2019年 2月 14日 (木)

注 :航空券を確保するため、お早めにお申し込みください。

地球の木会員でない方は初年度会費 3,000円 が必要です。

【旅行企画・実施】 【現地プログラム企画・お問合せ・お申込み】
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<地球の本スタディツアーの特徴>
● 様々 な年代の人が参加するツアーなので、家族的な雰囲気があります。

● 地球の本とネパールNGOが継続して活動している現場を訪ねます。良い人間関係ができていて
~trし

でヽす。

● 現地NGOスタッフや村人から、参加型村づくりの大切さ、支援のあり方について学びます。

● 大地震の傷跡が残っている村を、村の人たちの案内で歩き、暮らしや伝統について話し合います。

● 教師をサポートしている村の小学校の子どもたち、ヤギの飼育をしている元気な女性たちと交流します。

● 農村部だけでなく、カトマンズ市内の世界遺産や、近郊の本虫 スタッフのお宅も訪問します。

<説 明 会>12月 8日 (0と 1月 19日 (01030～ 12∞ 却嚇の動 にて。動 。旧綱 脇朗も1■

<事晴鰐資塁会>1月～2月に2回実施 :現地プログラム 参加四開発について、ネパーリИこついて、ネパール語講座など。

<ご 案 内>現地の1欝則こ旺確に把握し、
面」をお渡しします。また、

最終的な実施の検討を行います。お申込の際に「海外危険庸鋼こ関する書
「夕彫確鏑酸陛 ホームページ」でもご確認ください。

<鮪 日剛 >  *利 用予定航空会社 :タイ国際航空 ホテル :表記ホテリレまたは同ランクのホテル

*スケジューリblま受け入れ先の都合などにより、予告なく変更することがあります。

3月 15日 lel

3月 16日 l Ll 羽田⇒バンコク
⇒カトマンズ カトマンズ着 世界遺産見学

⇒マンガルターリ財寸

オリエンテーション3月 17日

3月 18日 ぴ∋
午後 ピンタリ地区1研多動

午後 スタッフの家庭訪問 ホーリー祭を体験 σ
｀
ラックペパーイ)

3月 20日 qЮ

⇒カトマンズ

3月 21日 lbl 終日 力トマンズ

SOARSリ ソースセ) げラックペパーイン)

タヾンを観光 。シ∃ッピング

午後 SAG∪N事務所訪問 ツアーのふりかえり

カトマンズ

け
｀
ラックペパーイン)

3月 23日 l Lu 力トマンズ⇒バンコク⇒

■|■■|■■■:●■ %ずご■読ください)

¨
(1)この旅行は、株式会社風晰 社 似 下当初 が企画・募集し実施する企

画旅行であり、この旅行に参加されるお客樹ま当社と募集型企画旅行契約を締結
することになりま九
(2)契約σD内容・条帥撃 告 (パンフレット)に記載されている条件のほ

力、本輛 子知牛歎 出発前にお渡しする最終日程表及び当社の 明布操約畝 際
鋤 画,そ手曳約の音D」 によりま九

締 申中 の成立
電話等の画官手段による申込の場合は、当社がf予

沐勺を馬 害した後に「ご出発まで
の手続きJをお送りしま九 同書類をお客様が受け取られてから3日 以内に申込
金 30,XIClll円 または旅行代金全額のお期 、いと、申込書の提出をお願いしま丸 2
つが揃った時点でIE式なお申込み 卿 争文0と なりまた 期1眼を越えますと当
社は予約がなつつたものとして取り扱うことがありま■7)でゴ主意ドさし、
旅行代めに含まれているもの

旅行日租 こ明示された以下のものが含まれまt
(1)禾 J用運送機関の運賃・料金 l‐コノミークラス席利用料金としま■l

(2)焔子鯰 +

(3)国 内および現地プログラム費用
(つ 現地の送迎バス等の料金 (移動等のバス又は車イや
(5)観光の料金 0ヾスキ唸 ガイド柱鎮 入場‖ω
(6)宿泊の料金 (2人 1室利用、拡 サービス十1金舗 )

(7)詢 料金 (砿 サービスボ1金を含n lll食 7回、昼食6回、夕食7同
(8)手荷物運搬料金 0麟 社の規定動肇 箱 個数の範囲内)

(9)団体行動中の心付
(10)コ ーディネーター費用の一青「
上記諸費用|よ お客様のご都合により、一部利用されなくても原貝1と して払い興
しはいたしません。

い こ含まれnヽないもの

(41L記の他は昨耐セ釧衝含まれませ/t その一部を1,1示 しまti超三

`半

Jヽ数
収する燃油糊 晰ヽlJ」 叶栓 、 日本国内の輸 財却甲魏 カトマンね Ы鬼 ビザ
代、超過手荷物十J金 (規定の重量 容量 個数を越える分について)、 クリーニン
ブヘ、電報・蕎 計上 ホテルのボーイ・メイドに対する′こ了寸、そのイむ直りR飲食費
割国人的卜生質の 言鑽 用及Uそれにイ半う税・‐ ビス十1卍鋤庁新剋関係言者費用 0て

券印低R了 1'ル籠卦降、日本国内のご自宅と集合地・解散地間の交通費・宿泊
費等、晰 郡訴引郡針 kゝ傷害・疾病に関する国寮費及び救援に関わる贄n、

お客様のご希望によリキ‐ ,a屋を使用される場合の追加‖鋭

旅行契約の解除。払い戻し
お客様は次に定める恥肖料を当社にお支払い頂くことにより、いつでも旅行契約
を嘲除することができま―

「

旅行契約の取消 取消料
旅行開女台日の前日から起算してさかかまって 30

日目に当たる日以降3日 目に当たる日まで
旅行代金の 2¨

輛 予開女台日の前々日、育t日 、所命瀑融台日当日 力行予代金の50%
方行予慰台日の無連絡不参加、または旅行開始後の
取消

旅行代金の 1∞%

当社|よ 旅行契約酔 の重要な変更が生じた場合は、当樹κ鞠 需事に定める条
件により、その変更内容に応じて、旅行代金の 1～5%1‐ l目当する変更保証金をお
支払いしま―| ただし、変鄭 由賞貝よ お客様1人に対して1旅行につき方竹7太
金の15%を限度としま九

―
お客様|よ 多華型監譴動で諺窃勺Z計諦計 るに際して|よ 当社から提供された情報
を活用し、方竹響夕効罫1蟻務その他中 の内容について理解するよう努め
なけれ1套くりませた

し へご剤

“

科熟 こヽついて
当社および受託旅行業社iよ 方竹子申込書 こ記載いただい泊町そ降 田こついて、お
客様との連徹 運送・宿泊機関等の手駄 動で予アンケー トJふ 弊社発行フ邁
信の送付等IⅢ I用 させて頂きま九 詳しくは当社ホームページのプライバシーボ
リシーをご参照くださしヽ

静 ・ 瘍

このJ驚翻 ま、2017年 8月 現在の運賃・お隆 を基準としておりま丸

●渡航先 (国又は四ω によつては「外務か0窄都飾竿陶 等、国・地域の渡航
に関する情報が出されている場合がありま―

九 外務省海外安全ホームベージ :

http:″ w、、v ptbanzol l10fa gl jplで もゴ維認下さし、渡航先の衛坐状況につい
て|」早生劫動省晩兜ま染壼情報ホームベージ :http:|lvバ 、ぃi forth go jp7を 高唯
認下さし、


